社会福祉法人　江田島市社会福祉協議会

お茶の間サロン事業に関する規程
（目的）
第１条　この事業は，江田島市において少子高齢人口減少等から生ずる生活のしづらさ（生活課題）を，身近な居場所（常設的なお茶の間サロン）を拠点にして，それぞれの地域実情に応じた手法で住民が把握共有し，自らの力で解決できるしくみ（支え合い活動）をつくる。また，支え合い活動によるものだけでは難しい場合には，社協が実施する活動事業やサービスとの組み合わせや，地域のさまざまな関係専門職に取り次ぐことにより，その解決方策を組み立てる。これらの取り組みにより，平常時のちょっとした困りごとがある時はもちろん，災害発生等の非常時においても，地域の住民力を活かし，関係専門職等との協働による包括的な小地域ケアづくりを目指す。

（実施主体）
第２条　この事業の実施主体は，社会福祉法人江田島市社会福祉協議会（以下「社協」という。）とし，運営についてはサロンが行うこととする。ただし，社協が特に必要と認める場合は，地区社会福祉協議会及びまちづくり協議会に委託することができる。
２　この事業の目的を達成するため，社協は前項に規定するものと緊密な連携を図り，事業の円滑な推進に努めるものとする。

（お茶の間サロンの運営）

第３条　お茶の間サロンの運営は，参加者等が協働で運営する。
２　サロン参加者の中から，世話人及び協力者を選出し，協力して運営に当たる。
３　世話人及び協力者を中心として，サロンの運営会議をおおむね毎月１回実施する。
４　運営に要する経費は，原則として参加者の会費および第10条に規定する配分金によるものとし，会費の額は参加者があらかじめ協議して決める。
（サロン運営会議の目的）

第４条　サロン運営会議の目的は下記の通りとする。
⑴　サロンの運営・企画について話し合う
⑵　参加者への声掛けや見守りについて話し合う
⑶　参加者から受けた生活上の困りごとや相談等を専門機関へ繋ぐ
⑷　その他，地域の支え合い活動等について話し合う
（実施回数）
第５条　この事業の実施回数は，おおむね週１回以上とする。
（実施場所）
第６条　この事業の実施場所は，地区内の公民館，集会所または個人が所有する家屋，その他集会のできる場所とする。
（実施内容）
第７条　この事業内容は，次の各号に掲げるものとする。
⑴　基本事業
ア　つどいの場づくり
    イ　世話人及び参加者による見守り活動
    ウ　運営会議（情報共有，企画実施，評価等）
⑵　その他，この事業の目的達成のため必要な事業
（対象者の範囲）
第８条　この事業の対象者の範囲は，地域住民等とし年齢制限は設けない。
（利用者数）
第９条　この事業の１サロンに関わる参加者数は，おおむね10人以上とする。
（配分金の金額）
第10条　この事業を実施するための配分金は１サロン当たり，年６万円を上限とする。ただし，第１条にあるこの事業の目的達成にふさわしくない活動団体については，配分金を交付しないものとする。
（配分金の交付申請）
第11条　前条の規定による配分金の交付を受けようとする者は，社協助成金等交付要綱により申請するものとする。
（その他）
第12条　この規程に定めるもののほか，必要な事項は会長が別に定める。
附　則

この規程は，平成26年４月１日から施行する。
附　則

この規程は，平成27年４月１日から施行する。
附　則

この規程は　令和３年４月１日から施行する。
附　則

この規程は　令和４年６月９日から施行し，令和４年４月１日から適用する。
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